
 

 

 

学級の絆を深めた合唱コンクール 
 １０月１６日（水）に校内合唱コンクールが行われました。９月から練習が始まり、朝、昼、放課後と学校中から美しい

歌声が聞こえていました。当日はどの学級も練習の成果を発揮した、すばらしい歌声だったと思います。合唱は、一

人がどんなに歌っても成り立ちません。学級全体が一丸となって取り組むことで、声が重なり、何倍もの迫力と、感

動させる力をもった歌声になります。また、周囲の仲間が一生懸命に歌っているからこそ、信頼して大きな声で歌う

ことができます。今回の合唱コンクールで、きっとどの学級も絆が深まったと思います。この絆を胸に、年度後期も

がんばっていきましょう。 

 

合唱コンクールを振り返って（生徒の感想より） 
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○合唱コンクールのいいところは？ 

・みんなで協力して１つの歌を成功させようとするところや１つの目標に向かってがんばろうとするとこ

ろ。 

・練習を積み重ねていくうえで、みんなの団結力がもっと強くなるし、合唱でみんなが１つになれるとこ

ろだと思います。 

・音楽に関心を持てるところや自分たちで考えて行動するところ、信頼度や絆がさらに深まるところ、ク

ラスのがんばりや努力が評価されるところだと思います。 

○合唱コンクールをふりかえって。 

・練習中に言われたことを意識して本番も歌いました。本番は一番声が出て、自分の中で１番良いと思い

ました。みんなが１位を取ろうという気持ちで練習してきて、本番もその気持ちが歌にのっていたと思い

ます。 

・最後まで自分の役割を務めることができました。結果は１位じゃなく最後の合唱コンクールだったので

正直悔しいです。でも、本番では悔いの残らない合唱ができたので、みんなが１つになれたと思います。 

・昼練、放課後練、音楽練を通してどんどん上手くなっていて、先生にも褒められてとても嬉しかったで

す。本番は緊張して声が震えたり小さくなったりしたけど、みんながカバーしてくれたので、とてもよい

合唱になりました。２年生になったらクラスのみんなとは離れてしまうけどお互いにがんばっていきたい

なと思いました。 

 

 


